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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

風水害から命を守るために

　梅雨時は、前線の活動による大雨が多くなります。市では、河川の水位や降雨の状況により、市民の生命を脅かす危険性
が高まった場合に避難勧告・指示などを発令します。身の危険を感じた場合は、自発的に命を守る行動をとりましょう。

物危機管理防災課☎焚３０５

◎屋外での移動が危険な場合や浸水などによる建物倒壊のおそれがな
いと判断される場合には、 自宅や近隣の建物の高い場所へ緊急的に一
時避難します。

人的被害の発生するおそれが極めて高い状況
◎�避難勧告などの発令後で避難中の方は、 避難を完了します。
◎�避難していない方は、 直ちに避難を開始します。その余裕がない方は、 

屋内にとどまり上階に待避するなどの行動をとります。

人的被害の発生する可能性が明らかに高まった状況
◎�避難行動をとれる方は、 避難所への避難を開始します。

人的被害の発生する可能性が高まった状況
◎�気象情報などに注意を払い、避難の必要について考え、避難を必要と

判断する場合は、その準備をします。
◎�避難に時間がかかる高齢者・障がいのある方などは、避難行動を開始

します。

市民に求める行動勧告・指示など

平常時の水位

●サイレン　
●防災行政無線※　
●緊急速報メール　
●やしお840メール配信サービス
●�テレビ、ラジオ、インターネット
●広報車　
●自主防災組織　
●消防車両

※防災行政無線が聞き取りにくい
ときは、防災行政無線テレホンサ
ービス（錆0120−840−225）で
確認できます。

市民への伝達方法

に注意しましょうに注意しましょう

水
位
の
上
昇堤 

防

屋内での
待避など

避難指示
（緊急）

避難勧告

避難準備・
高齢者等
避難開始

　河川の水位や降雨の状況を考
慮し、必要に応じた方法で情報
を発信します。⬆

⬆

⬆
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は

　
市
が
所
有
す
る
ま
た
は
使
用
す

る
公
共
施
設
資
産
（
ア
セ
ッ
ト
）

を
最
も
費
用
対
効
果
が
高
く
効
率

的
で
適
切
な
管
理
（
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書

▼
公
共
施
設
の
全
容
を
把
握

　

市
内
の
公
共
施
設
の
広
さ
は
、

合
計
す
る
と
、
約
１６
万
３
０
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
（
東
京
ド
ー
ム
約

３
．
５
個
分
）
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
施
設
の
多
く
が
昭
和
４０

年
代
か
ら
５０
年
代
に
建
て
ら
れ
て

い
る
た
め
、
全
体
的
に
古
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

 

（㎡）

建築が集中

▼
維
持
費
を
予
測

　
建
物
を
維
持
す
る
た
め
の
費
用

は
、
古
く
な
る
ほ
ど
増
加
し
ま
す
。

今
後
４０
年
間
、今
の
施
設
（
建
物
）

の
数
や
広
さ
を
変
え
ず
に
維
持
し

続
け
る
た
め
に
は
、
約
７６６
億
７
千

万
円
が
必
要
で
す
。
年
平
均
に
換

算
す
る
と
、
毎
年
約
１９
億
円
必
要

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
た
だ
し
、
道
路
、
上
下
水
道
な

ど
の
維
持
費
用
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
）。
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基
本
方
針

　
施
設
の
現
状
を
踏
ま
え
、
公
共

施
設
の
維
持
管
理
に
関
す
る
基
本

方
針
を
定
め
ま
し
た
。

・
施
設
の
量
を
見
直
し
ま
す

・
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
見
直
し
ま
す

・
施
設
を
長
く
使
い
ま
す

・
余
っ
た
施
設
を
生
か
し
ま
す

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

基
本
計
画

　
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
今
後
３０

年
間
に
わ
た
る
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向

性
を
示
し
ま
し
た
。

　
次
の
項
目
に
つ
い
て
検
証
し
た

う
え
、
維
持
に
必
要
な
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
を
定
め
ま
し
た
。

・
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
の
ぞ

ま
れ
て
い
る
か
。

・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

建
物
が
必
要
か
。

・
ど
の
よ
う
な
種
類
の
ど
の
く
ら

い
の
広
さ
の
部
屋
が
必
要
か
。

・
市
で
つ
く
る
か
、
民
間
で
も
つ

く
る
こ
と
が
可
能
か
。

今
後
の
取
り
組
み

　
公
共
施
設
を
最
も
費
用
対
効
果

が
高
く
効
率
的
で
適
切
な
管
理
を

推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
ム

リ
・
ム
ラ
・
ム
ダ
」
の
な
い
、
計

画
的
か
つ
効
率
的
な
施
設
の
維
持

管
理
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
考
え
に
基
づ
い
て
取
り
組

み
を
進
め
る
た
め
に
は
、
次
の
よ

う
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

▼
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
施
設

（
部
屋
）
は
な
い
か
。

　
施
設
や
部
屋
の
使
い
方
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
無
駄
な
部
屋
を
少
な
く

し
ま
す
。

▼
使
わ
れ
方
が
似
て
い
る
施
設

（
部
屋
）
は
な
い
か
。

　
似
て
い
る
施
設
を
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。

▼
民
間
の
力
を
借
り
て
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
は
可
能
か
。

　
で
き
る
だ
け
お
金
が
か
か
ら
ず
、

質
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　これまでの公共施設に関する取組結果と
今後の取組についての紹介、アセットマネ
ジメントに関する基調講演、公共施設に関
するパネルディスカッションを行います。
腹６月１０日㈯　午後２時～４時４０分
複八潮メセナホール
出演者＝廣

ひろ

田
た

直
なお

行
ゆき

さん（日本大学教授）、
松
まつ

本
もと

暢
のぶ

子
こ

さん（大妻女子大学教授）、藤
ふじ

井
い

さやかさん（筑波大学准教授）
払５００人（当日先着順）

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

～
い
つ
ま
で
も
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
親
し
み
や
す
い
施
設
に
し
た
い
～

物
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課
☎
奮
４
７
０

アセットマネジメント
シンポジウムの開催


